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ご使用前に必ずこの取扱説明書を最後までよくお読みいただき、使用上の注意 

事項、本機の能力、使用方法など十分ご理解のうえで、正しく安全にご使用く

ださるようお願いいたします。 

また、この取扱説明書は大切にお手元に保管してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 操作装置のシンボルマーク  
 

運転操作および保守管理のために、操作装置のシンボルマークが使用されています。 

これらの表示に従って 誤操作のないよう ご注意ください。 

 

マーク表示部位 図 柄 意     味 

右手ハンドル左側後部 
（燃料タンクキャップ近傍） 

 
燃料の給油口および使用燃料の種別が
「混合ガソリン」であることを示します。 

左手ハンドル左側前部 
（オイルタンクキャップ近傍） 

 
チェンオイルの給油口を示します。 

右手ハンドル右側前部 
（エンジンスイッチ近傍） 

 
エンジンスイッチを矢印の向きに操作す
るとエンジンが停止することを示します。 

l 
エンジンスイッチの運転位置を示しま
す。 

右手ハンドル右側前部 
（エンジンスイッチ近傍） 

○ 
エンジンスイッチの停止位置を示しま
す。 

右手ハンドル右側後部 

 エンジン始動時にチョークノブを「閉」方
向に回すとチョーク閉となり、冷時始動
モードにセットされることを示します。 
上図状態から「開」方向に指で回すと
チョーク開となり、暖時始動モードにセッ
トされることを示します。 

本体底面中央部 

 調量シャフトを矢印が大きくなるほう
（「＋」側）に回すとチェンオイルの吐出
量が増え、小さくなるほう（「－」側）に回
すと吐出量が少なくなることを示します。 
（調整幅は８０゜） 

Ｈ 
表示下の穴の奥のスクリュが高速ニード
ルであることを示します。 

Ｌ 
表示上の穴の奥のスクリュが低速ニード
ルであることを示します。 

右手ハンドル左側後部 

Ｔ 
表示上のスクリュがアイドル調整スク
リュであることを示します。 

 



 

 

 

 

 

は じ め に 
 

このたびはリョービ製品をお買い上げいただきありがとうございました。 

この取扱説明書は、製品の正しい取扱い方法、簡単な点検および手入れについて説明

しています。 

ご使用前によくお読みいただいて十分理解され、お買い上げの製品が優れた性能を発

揮し、かつ快適な作業をするためこの冊子をご活用ください。 

また、お読みになった後必ず大切に保存し、分からないことがあった時には取り出してお

読みください。なお、製品の仕様変更などにより、お買い上げの製品とこの説明書の内容が

一致しない場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

 

  安 全 第 一 
 

本書に記載した注意事項や機械に貼られた   の表示がある警告ラベルは、人身事故

の危険が考えられる重要な項目です。よく読んで必ず守ってください。 

なお、警告ラベルが汚損したり、はがれた場合はお買い上げの販売店に注文し、必ず所

定の位置に貼ってください。 

 

■ 注意表示について 

本取扱説明書では、特に重要と考えられる取扱い上の注意事項について次のように

表示しています。 

 

危 険
： 注意事項を守らないと、死亡または重傷を負うことになるものを示し

ます。 

 

警 告
： 注意事項を守らないと、死亡または重傷を負う危険性があるものを

示します。 

 

： 注意事項を守らないと、けがを負う恐れがあるものを示します。 

 
注 意

 

重 要 
： 注意事項を守らないと機械の損傷や故障の恐れがあるものを示しま

す。 

 

： その他、使用上役立つ補足説明を示します。 

 
補 足 

 

 



 

 

 
振動障害の防止 

         

振動障害を防止するため､製品をお使いになる前に必ずお読みください。   

           

■１日の作業時間について       

       
疲労が重なると注意力が低下し事故の原因となりますので､作業計画にはゆとりを持たせてください。 

1 日の作業時間は､機体または取扱説明書に表示の『周波数補正振動加速度実効値の３軸合成値』に

より厚生労働省通達で次のように決められています。  

①10 m/s2より小さい場合は､1 回の連続作業時間は 10 分以内､1 日の作業時間は 2 時間以内として

ください。 

②10 m/s2より大きい場合は､1 回の連続作業時間は 10 分以内､1 日の作業時間は次の式により算出

した時間以内としてください。       

       

 T=200÷（a×a)         Ｔ：1 日の最大作業時間(時間)   

           a：周波数補正振動加速度実効値の３軸合成値( m/s2 )  

 

■使用前の点検･整備について       

     
製造時の振動レベルを劣化させないため､作業を開始する前に必ず機体各部の点検･整備を行い

異常がないことを確かめてください。      

  

特に､次のような異常がある場合は､速やかに使用を中止し販売店または修理専門店で整備して

ください。  

①振動が大きくなったなど異常な振動を感じたとき     

②防振ゴムのはがれ､劣化､破損､及び固定部のゆるみ､破損     

③防振スプリングの伸び､変形、破損､及び固定部のゆるみ､破損    

④ハンドル(左手､右手)の変形､破損       

⑤ハンドル(左手､右手)取付部のゆるみ､破損      

⑥ソーチェンのゆるみ､異常磨耗       

⑦カッタ(ソーチェン)の切れ味不良 

⑧ガイドバーの異常磨耗､曲がり､先端スプロケットの回転不良(スプロケットノーズバー使用時) 

⑨ガイドバー締付けナットのゆるみ      

   

           

       
周波数補正振動加速度実効値の３軸合成値 及び 本体質量 

型        式 ＥＳＫ-３６２５Ｖ/ＥＳＫ-３６３０/ＥＳＫ-３６３５ 

周波数補正振動加速度実効値の３軸合成値 5.4 m/s2

本体質量 3.4 kg 

注)上記の『周波数補正振動加速度実効値の３軸合成値』は､ＩＳＯ 22867：2004 により測定しています。
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      正しくお使いいただくために 

本製品をご使用になる前に、この取扱説明書をよく読み理解した上で正しく取扱ってく

ださい。快適に作業をするため、ぜひ守っていただきたい注意事項は下記のとおりですが、

これ以外にも本文の中で「   警告サイン」として説明のつど取り上げております。 

 

<事業者の方へ> 

樹木を伐り倒す作業や伐り倒した樹木を切断する作業を行なう場合は、法・規則で定める

特別教育を受けた人に行なわせてください。 

関連法令： 労働安全衛生法 第５９条３項 

安全衛生特別教育規程 第１０条の２ 

労働安全衛生規則 第３６条８号の２ 

 

■ 製品をお使いになる前に 

● ご使用前にこの取扱説明書をお読みにな

り、製品の機能と取扱い上の注意事項を

よくご理解ください。 

 

● 本製品は木材の切断を用途として設計さ

れています。不測の事故を招く恐れがあ

りますので、本来の用途以外の目的（特

に石やコンクリート、金属などの切断）に

は使用しないでください。 

 

● 本製品は高速回転する刃物を装備してい

るため、操作を誤ると非常に危険です。 

疲労などで体調が悪い場合や、カゼ薬服

用時、飲酒後など、正常な判断と的確な

操作ができない恐れがある場合は、本製

品を使用しないでください。 

また、本書の内容が理解できない人や子

供には絶対に使わせないでください。 

 

● エンジンの排気ガスには人

体に有害な一酸化炭素が

含まれています。屋内やビ

ニールハウス、トンネル内

など、通気の悪い場所では本製品を使用

しないでください。 

 

 

● 次のような場合はお使いにならないでくだ

さい。 

 

① 足元が滑りやすいなど、安定した操作

姿勢の保持が困難な場合 

② 霧や夜間など、作業現場周辺の安全

確認が困難な場合 

③ 悪天候時（降雨、降雪、強風、雷など） 

④ 落石や雪崩の恐れがある場所 

 

● チェンソーを初めて使う方や伐木造材経

験のない方は、実作業に入る前に専門家

（森林組合など）による指導を受けるよう

お勧めします。 

 

● 疲労が重なると注意力が低下し、事故の

原因となります。 

作業計画にはゆとりを持たせ、１回の連

続作業時間は１０分以内、１日の作業時

間は２時間以内としてください。 

 

● この取扱説明書は必ず保管して、分らな

いことがあった場合など必要に応じてご

参照ください。 

 

● 本製品を譲渡または貸与する際は、この

取扱説明書を必ず添付してください。 

 

 － １ －－ １ －



 

   
 

   正しくお使いいただくために 

■ 使用時の服装・装備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 本製品をお使いになる際は、屋外作業に

ふさわしい服装を整え、次の用品を着用

してください。 

 

① ヘルメット（保安規格適合品） 

② 保護めがねまたは顔面防護ネット 

③ 滑りにくい丈夫な手袋 

④ 滑りにくい丈夫な保護長靴（先芯入り）

または滑りにくい安全な靴（先芯入り） 

⑤ 耳栓またはイヤプロテクタ 

   

  また、次の用品を携行してください。 

 

① 製品付属工具および目立てヤスリ 

② 適切な容器に入れた燃料およびチェン

オイル 

③ クサビ、ロープ 

④ 呼笛（共同作業時や非常時の合図用） 

⑤ なた、手のこ（障害物除去用） 

 

● 裾じまりの悪い衣服や裸足、サンダル、

草履などでの作業はしないでください。 

■ 燃料に関する注意事項 

● 本製品のエンジンは、引火

しやすいガソリンを含む「混

合ガソリン」を燃料としてい

ます。 

焼却炉、バーナー、たき火、かまど、電気

スパーク、溶接火花など、引火の恐れが

ある場所では、燃料の補給をしたり燃料

容器を保管したりしないでください。 

平地

帽

は ヘ

る。 

保護 つける。 

アゴヒモのむす

びは、たらさない

ようにする。 

腕カバー 

裾 じ ま り の

よいもの。 

手袋は、やわ

ら か い も の で

いつも乾いて

いること。 

は き も の は 滑 り

止めのあるもの

にし、靴下はいつ

も 乾 い て い る こ

と。 

ではツバのある

子、山や傾斜地で

ル メ ッ ト を か ぶ

めがね

をつける。 

耳栓を必ず 

呼笛は、たら

さずにポケッ

トに入れる。 

（合図に使う） 
 

● くわえタバコでの作業や燃料補給は危険

です。絶対にしないでください。 

 

 

 

 

 

 

 

● 使用中に給油する場合は、必ずエンジン

を停止し、周囲に火気がないことを確か

めてから燃料を補給してください。 

 

● 給油時に燃料がこぼれた場合は、エンジ

ンをかける前に、機体に付着した燃料を

完全にふき取ってください。 

 

● 給油後、燃料タンクキャップを確実に締め

込み、燃料漏れなどがないことを確認し

てください。 

 

● 給油後は、燃料容器を密閉してから、３ｍ

以上離れた場所でエンジンを始動してく

ださい。 

 

 

－ ２ －



 

      正しくお使いいただくために 

－ ３ －

■ 使用前の注意事項 

● 作業を始める前に現場の状況（地形、切

断対象物の太さ、安定度、障害物との距

離、周囲の危険度など）をよく確かめ、移

動可能な障害物は除去してください。 

 

● 伐木時は、対象木の高さの２．５倍以内

を危険区域とし、この中に人が立ち入ら

ないよう注意し、必要に応じて標識ロープ

で囲む、立て札を立てる等の警告表示を

してください。 

また、数人で共同作業を行う場合は、作

業前に各人の役割分担や注意事項、合

図方法などを確認し合ってください。 

 

● 作業を開始する前に機体各部を点検し、

異常がないことを確かめてください。 

特に、次のような異常は放置すると危険

ですので、使用を中止し速やかに整備し

てください。 

 

① ソーチェンのゆるみ、異常磨耗 

② カッタ切れ味不良 

③ ガイドバーの異常磨耗、曲がり、 

先端スプロケットの回転不良 

（スプロケットノーズバー使用時） 

④ ガイドバー取付ナットのゆるみ 

⑤ ハンドルの変形、破損 

⑥ ハンドル取付部のゆるみ、破損 

⑦ 防振スプリングの変形、破損 

⑧ マフラ、ソーチェン駆動部回りの木屑

堆積 

⑨ 燃料漏れ 

 

● ソーチェンはよく目立てされたものを使用

してください。 

 

● チェンソーに装備されている各種保安装

置に異常がないことを確かめてください。 

 

■ エンジン始動時の注意事項 

● エンジンの始動操作は単独で、周囲に人

や障害物がないことを確かめてから行

なってください。 

 

●本製品は遠心クラッチを装備しているた

め、次の条件でエンジンをかけた場合は、

チェンブレーキをかけていないと、始動と

同時にソーチェンが回り始めてしまいます。 

・チョークノブを閉の位置にセット 

・チョークノブを閉の位置にセット後、指で 

 回してチョーク開の位置にセット 

始動前に必ずチェンブレーキをかけてくだ

い。 

 

●始動時は機体を平坦な地面において、

ソーチェンが地面や周囲の障害物に触れ

ないように機体をしっかり押えながらス

タータロープを引いてください。 

 

● 片手でチェンソーをぶら下げ、スロットル

レバーを引きながらスタータロープを引く

「落としがけ」は、危険ですから絶対にし

ないでください。 

 

● エンジン始動後、スロットルレバーから指

を離した状態でソーチェンが回らないこと

を確かめてください。 

ソーチェンが回り続ける場合はエンジンを

停止し、スロットルレバーの引っかかりが

ないことを確かめてからアイドル調整スク

リュを再調整してください。 

（本文３０頁参照） 
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   正しくお使いいただくために 

■ キックバックに関する注意事項 

● キックバックとは、ソーチェンが高速回転

中にガイドバーの先端部が付近のものに

触れた際に、反作用で機体が逆方向に

はね返される現象をいいます。 

操作を誤るとキックバックにより重大な傷

害事故を招く危険がありますので、以下

事項を守って正しく操作してください。 

 

① 正しく目立てされたソーチェンを使用し

てください。 

 

② 作業前に切断対象物付近の障害物の

位置を確かめ、移動できるものは除去

してください。 

移動が困難な場合は、ソーチェンが触

れないような方向から切断してくださ

い。 

 

③ チェンソーの操作に習熟するまでは、

ガイドバーの先端部を使う作業（突っ

込み切り、背切り、カービングなど）は

しないでください。また、先端部で切る

場合は、常にキックバックの危険を念

頭に置いて作業してください。 

 

④ 切断中は両手で前後のハンドルを正し

く握って操作してください。 

 

⑤ 切断作業は常にゆとりのある姿勢で

行なってください。足より下にある物や、

胸より上にある物は切らないでくださ

い。 

 

⑥ 切断中はガイドバーの真上や真下に

身体が来ないようにしてください。 

 

⑦ 切断を中断したり、終了する場合は直

ちにスロットルレバーから指を離してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
特にキックバックが 

起きやすい範囲 
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      正しくお使いいただくために 

■ 作業時の注意事項 

● 木を倒す場合は前もって退避経路を確保

してください。 

 

● 木が倒れ始めたらエンジンを停止し、周

囲に警戒の合図をしながら安全な場所に

退避してください。 

 

● ソーチェンや機体の点検、清掃、燃料補

給などが必要な場合は、必ずエンジンを

停止し、ソーチェンの回転が完全に停止

してから行なってください。 

 

● 傾斜地に置かれた材を切断する場合は、

必ず山側に立って作業してください。 

 

● 曲げられている枝や懸かり木、裂けてい

る木などを不用意に切断すると、突然ハ

ネ返るなど材の異常な動きにより傷害を

受ける危険があります。材の変化が予測

困難な場合は無理に作業せず、経験と知

識が豊富な熟練者に依頼してください。 

 

● エンジン運転中はスパーク

プラグやコードに触れないで

ください。電気ショックを受け

る恐れがあります。 

 

● エンジン運転中および停止

直後は素手でマフラなどの

金属部に触れないでくださ

い。高温によるやけどの恐

れがあります。 

 

● 作業を中断して移動する時は、エンジン

を停止し、ソーチェンにカバーをはめ、ガ

イドバーを後向きにして持ち運んでくだ

さい。 

 

■ 整備上の注意事項 

● 製品の機能を維持するため使用前後お

よび定期的に本書記載の点検整備を実

施してください。本書に記載されていない

整備や部品交換が必要な場合は、お買

い上げ店または最寄りのリョービ販売

（株）営業所にご相談ください。 

 

● 点検整備時は、取り外したりゆるめた部

品の付け忘れや締め忘れがないか、よく

確認してください。 

 

● 製品本体やガイドバー、ソーチェンなどの

改造等はしないでください。 

使用中に機体が破損したり、正常な操作

ができなくなる危険があります。 

 

●ソーチェンの目立てや機体の点検整備は、

エンジンを停止し、機体各部が冷えてか

ら行なってください。 

 

● エンジン停止直後は、素手

でマフラやスパークプラグに

触れないでください。 

高温のためやけどの危険

があります。 

 

● ソーチェンの着脱や研ぎ直しをする時は、

けが防止のため丈夫な手袋を着用してく

ださい。 

 

● 交換部品や補充用油脂類は、メーカー純

正品または指定品を使用してください。 

 

 

 － ５ －－ ５ －



 

   
 

   正しくお使いいただくために 

■ 警告ラベルとその取扱い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【貼付位置】 

手足に保護具着用のこと 

キックバックに」注意！ 

取扱説明書を読むこと 

ヘルメット・保護めがね・耳栓着用のこと 

高温注意！ 

片手持ち作業禁止 
特別な技能講習、訓練等を 

受講した者のみ使用可 

 

【ラベルのメンテナンス】 

（１） 警告ラベルは、いつもきれいにして傷つけないようにしてください。 

（２） 警告ラベルが汚損したりはがれた場合はお買い上げの販売店に注文し、

新しいラベルに取り替えてください。 

（３） 新しいラベルを貼る場合は汚れを完全にふき取り、乾いた面にして元の

位置に貼ってください。 
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 サービスと保証について  
 

 

 

 

ご相談窓口 

本製品に関するお問い合わせや消耗品のお求め、サービスのご

用命は、お買い上げいただいた販売店で承ります。 

 

お問い合わせの際は型式名と製造番号（下図参照）をご連絡く

ださい。 

 

製品およびサービスに関してお気付きの点やご意見等ありま

したらお気軽にお買い求めの販売店、もしくは最寄りのリョービ

販売(株)営業所にお寄せください。 

 

 

 

型 式 名
製 造 番 号
製 造 元

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    警 告 

機械の改造は危険ですので、改造しないで

ください。 

改造した場合や取扱説明書に述べられた正

しい使用目的と異なる場合は、メーカー保証

の対象外になるのでご注意ください。 
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 製 品 主 要 諸 元  
 

リョービ エンジンチェンソー 
名 称 ･ 型 式 

ESK-3625V ESK-3630 ESK-3635 

本 体 質 量 kg 3.4 

全 装 備 質 量 kg 3.9 4.0 4.1 

本 体 外 観 寸 法 mm 全長 300×全幅 235×全高 230 

燃 料 タ ン ク 容 量 mL 250 

オ イ ル タ ン ク 容 量 mL 170 

チ ェ ン オ イ ル  ソーチェン専用オイル 

給 油 方 式  クラッチドラム連動オイルポンプ式（吐出量可変） 

形 式  単気筒空冷 2 サイクルガソリンエンジン 

排 気 量 mL 35.2 

使 用 燃 料  潤滑油混合ガソリン （混合比 ガソリン 25～50：オイル〔FC 級〕1） 

キ ャ ブ レ タ  ダイヤフラム、バタフライバルブ式（始動ポンプ付き） 

点 火 方 式  電子制御式 

エ

ン

ジ

ン ス パ ー ク プ ラ グ  ＮＧＫ ＣＭＲ６Ｈ 

動 力 伝 達 方 式  自動遠心式クラッチ 

タ イ プ  カービング スプロケットノーズ 推 奨 ガ イ ド

バ ー 切 断 長 さ cm 25 (10”) 30 (12”) 35 (14”) 

型 式  
オレゴン 25F（ピッチ 

1/4”、ゲージ 0.050”） オレゴン 91VG（ピッチ 3/8”、ゲージ 0.050”）推 奨 ソ ー

チ ェ ン 
コ マ 数  60 45 52 

防 振 機 構  ハンドル３点防振ジョイント 

ソーチェン瞬時停止機構  オートチェンブレーキ 

安 全 装 置  
スロットルセーフティロック、フロントガード、チェンキャッチャ、 

マフラガード 

改良などにより商品の細部仕様が本書記載内容と異なることがあります。予めご了承ください。 
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 各 部 の 名 称  
 

スロットルレバー フロントガード 
 セーフティレバー
 

右手ハンドル 
 

 
ノブ

図番号 品 名 １台分数量 備考 
１Ａ プロテクタ １個 ESK-3625V

１Ｂ プロテクタ １個 ESK-3630 
ESK-3635 

２ プラグレンチ １個  

３ 取扱説明書 １冊  

 
スタータノブ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 標 準 付 属 品  
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１Ａ 

１Ｂ 

２ 

３ 

エンジンスイッチ 

チェンカバー 

チェン張り調整ネジ 

プライマポンプ 

チョークノブ ハンガー 

ガイドバー 

左手ハンドル

エアクリーナカバー 

燃料タンクキャップ 

ソーチェン 

オイルタンクキャップ 



 

  燃   料   
 

危 険 ● 燃料は非常に引火しやすいため取扱いを誤ると火災事故の原因となります。 

また、気化した燃料は爆発して死傷事故を起こす恐れがあります。 

● 燃料の混合時は必ず火気を遠ざけ、タバコは吸わないでください。 

● 混合作業は屋外で行なってください。 

● チェンソーや燃料容器を、たき火やバーナーなどの火気の近くに放置しないでく

ださい。 

 

重 要 ● オイルが混合されていないガソリン（生ガソリン）を使うとエンジンが焼き付き

ます。燃料容器には、内容をわかりやすく表示してください。 

● 燃料は紫外線や高温に長時間さらされると自然に変質劣化し、始動不良や出力

不足などの原因になります。混合した燃料は、３０日以内を目安に使い切るよう

にしてください。 

また、余った燃料は密閉容器に入れ、冷暗所に保管してください。 

● 水が混入した燃料を使うと、キャブレタやエンジンの内部が腐食します。 

チェンソーや燃料容器に水がかからないようにしてください。 

● ４サイクルエンジン用オイルや水冷２サイクルエンジン用オイルは使わないでく

ださい。スパークプラグ汚損やピストンリング固着、マフラ詰まりなどを起こしや

すくなります。 

 

 
２サイクル 

エンジンオイル

（ＦＣ級） 

無鉛レギュラー 

ガソリン 

よく混ぜる 

燃料は、最寄りのガソリンスタンドで「空冷２

サイクルエンジン用混合ガソリン」をお求めにな

るか、自動車用無鉛ガソリンと空冷２サイクルエ

ンジン用オイル（ＦＣ級）を下記割合で混合容器

に入れ、容器を振ってよく混ぜ合わせたものを使

用してください。 

〔混合比〕 

ガソリン オイル（ＦＣ級） 

25～50 ： 1 
（ガソリン 4L に対しオイル 80～160mL） 

 

 

 

 

－ １０ －



  チェンオイル   
 

重 要 ● 廃油や再生油などは、故障の原因となりますので絶対に使用しないでください。 

● 水で薄めるタイプの水溶性オイルは、ケース類を腐食させますので絶対に使用

しないでください。 

 

〔推奨粘度〕 ソーチェンとガイドバーの潤滑用オイルには

ソーチェン専用オイルを使用してください。 

 

 

 

  給   油   
 

危 険 ● 燃料タンクへの給油は屋外の平坦な場所で行ってください。 

給油時は火気を遠ざけタバコは消してください。 

● 作業の途中で給油する場合は、必ずエンジンを停止し、冷えてから行ってくだ

さい。 

● 燃料キャップは確実に締め付けてください。 

● 給油時にこぼれた燃料はエンジンを始動する前に布でよくふき取ってください。 

 

重 要 ● 給油時は、燃料タンクとチェンオイルタンクを取り違えないでください。 

● 給油終了後は、タンク内部に少し空間を残してください。入れ過ぎると、タンクの

通気バルブから油がもれる恐れがあります。 

● 燃料補給時には必ずチェンオイルも補給してください。オイル切れのまま長時間

運転するとソーチェンやガイドバーの損耗が早まります。 

 

使 用 時 期 粘  度 

通 年 ＳＡＥ＃１０Ｗ－３０ 

夏 季 の み ＳＡＥ＃３０または＃４０ 

冬 季 の み ＳAE＃２０ 

燃料タンク

キャップ 

オイルタンク 

キャップ 

 1. 給油する機械を屋外の平坦な場所に置き、安定

させてください。 

2. 燃料タンクのキャップを少しゆるめ、燃料タン

ク内と外部の気圧差を取り除いてください。 

3. 燃料タンクのキャップを取り外し、少しずつ給

油してください。 

4. 給油が終わったらタンクキャップを確実に締

め付けて、燃料漏れのないことを確認してくだ

さい。 

5. オイルタンクのキャップを取り外してチェン

オイルを補給し、タンクキャップを確実に締め

付けてください。 
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 エンジンのかけかた  
 

危 険 ● 各部品、部位が欠落・破損した状態での機械の運転は大変危険です。 

ガイドバー・ソーチェンを含めた全部品は確実に組みつけられた状態で、各部に異

常が無いことを確認した上で運転してください。 

● 燃料を補給後エンジンを始動する場合は、機械を給油した場所から３ｍ以上離れた

場所に移してから始動してください。 

給油した場所で始動すると引火による火災の恐れがあります。 

● 室内や換気の悪い場所ではエンジンを始動しないでください。 

人体に有害な一酸化炭素中毒の恐れがあります。 

● エンジン始動後、チェンブレーキを解除する前に、スロットルレバーを軽く引いてス

ロットルレバーのロックを解除してください。先にチェンブレーキを解除すると、急に

チェンが動き出し大変危険です。その後、スロットルレバーを戻してからチェンブレー

キを解除してください。 
 

注 意 ● 始動前に機体各部を点検し、ガイドバー取付部のゆるみや燃料漏れなどの異常が

ないことを確かめてください。 

● 始動時は機体を地面に置いて確実に保持してください。 

ソーチェンが地面や周囲の障害物に触れる危険がありますので、機体を片手で持ち

上げたまま始動しないでください。 

● チョークノブをチョーク閉の位置にセットまたは、チョーク閉の位置から指で回して

チョーク開の位置にセットしてエンジンをかけると、始動と同時にソーチェンが回り始

めてしまいます。 

始動前に必ずチェンブレーキをかけてくだい。 

● 始動時はソーチェンが地面に触れないようにし、周囲の障害物を遠ざけてください。 

● エンジン始動後、スロットルレバーを完全に戻したときにソーチェンが停止することを

確認してください。ソーチェンが動き続ける場合は使用を中止して、正常になるように

調整または整備してください。 

● 事故防止のため、使用中はスロットルレバーを固定しないでください。 

● チェンソーは常に両手でハンドル部を握って操作してください。 

このとき左手は親指を下にして左手ハンドルを握るようにしてください。 

● 火傷の恐れがありますので運転中および停止直後はエンジン本体やマフラの金属

部に触れないでください。 

● 感電によるショックを受けることがありますので運転中はスパークプラグやプラグ

コードに手を触れないでください。 
 

重 要 ● 初爆音を聞き逃して、チョークノブをチョーク閉位置のまま始動操作を繰り返すと、燃

料を吸い込み過ぎてエンジンがかかりにくくなることがあります。 

スタータを繰り返し引いてもエンジンがかからない場合は、チョークノブを指で回して

チョーク開位置まで戻してからエンジンがかかるまでスタータを引いてください。それ

でもエンジンがかからない場合は、スパークプラグを取り外して電極を乾かしてから

元通り取り付け、始動操作をやり直してください。 

● スタータ故障の原因となりますので、ロープを一気に最後まで引き出したり、スタータ

ノブから手を離して戻したりしないでください。 

● 無負荷連続高速運転はエンジンに無理をかけますので、鋸断時以外はスロットルレ

バーから指を離してください。特に、ならし運転期間中はエンジンに負担がかかりま

すので、不必要にエンジンの空吹かしをしないでください。 
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1. フロントガードを前方に押し、チェンブレーキ

を掛けてください。(１５頁参照) 

 
フロントガード

2. 右手ハンドル右横のエンジンスイッチの上部

を押して I ｢運転」位置にセットしてください。 

3. プライマポンプを、内部に燃料が現われるまで

指で押して離す操作を繰り返してください。 

 補足  タンクに燃料が残っている状態で、エンジ

ン停止直後に再始動する場合は、ポンプ操作は必

要ありません。 

4. チョークノブを引き上げ、チョーク閉位置①に

セットしてください。チョークが閉じ、スロッ

トルレバーが始動位置に自動的にロックされ

ます。 

5. 機体を安定した地面に置き、鋸断部の周囲に障

害物のないことを確かめてから、左手ハンドル

を握り、右足で本体を押さえながら右手でス

タータノブを引いてください。 

スタータノブを始めは軽く引き出し、重くなった

ら力をこめて素早く引いてください。 

 重要  スタータ故障の原因となりますので、

ロープを最後まで引き出したり、ノブから手を離して

戻したりしないでください。 

6. エンジンの初爆音がしたら指でチョークノブ

をチョーク開の位置②に戻してから、再度ス

タータノブを引いてください。 

 補足  エンジン停止直後に再始動する場合は、

チョークノブを一旦引き上げ、チョーク閉の位置①

にセットしてから再びチョーク開の位置②に押し

下げてスタータノブを引いてください。 

7. エンジンが始動したら、セーフティレバーをに

ぎりスロットルレバーを少し引いてください。

スロットルレバーのロックが解除されます。 

次にスロットルレバーを戻してからチェンブ

レーキを解除してください。(１５頁参照) 

 重要  チェンブレーキをかけたまま運転しないで

ください。 

チェンブレーキ部が、発熱して破損することがありま

す。チェンブレーキをかけた状態で、運転してもチェ

ンは動きません。必ずチェンブレーキを解除してから

作業をしてください。 

8. １～２分間低速で暖機運転してから作業を始め

てください。 

－ １３ －

 

 

左手ハンドル

スタータロープ 

プライマポンプ

チョークノブ 

 
チョーク開位置② チョーク閉位置① 

チョークノブ 

Ｉ （運転） 

エンジンスイッチ

スロットルレバー 



 

 オイル吐出量の調整  
 

 

危 険 チェンオイルの吐出量の確認は必ず、ガイドバー・ソーチェンを装着した状態で行

なってください。 

ガイドバ－・ソーチェンを取り付けないと回転体が露出し、大変危険です。 

 

● チェンオイルの吐出量は中間状態で出荷され

ています。通常はこのままお使いください。 
 

吐出調量シャフト

減る 増える

● 硬い木や樹脂（ヤニ）の多い木を切る場合、ま

たは冬季などオイルの粘度が高い場合は、吐出

量を増やしてください。 

● 吐出量を変える場合はエンジンを停止してか

ら、キャブレタ調整用ドライバまたは小さいド

ライバで機体の底面にある調整シャフトを回

してください。 
〔調整幅 80°〕 

 重要  吐出量の調整幅は８０°です。それ以上

回しますとオイルポンプの調整部が、破損する場合

がありますのでご注意ください。 

 
チェンオイル

 重要  空タンク給油直後は、ソーチェンにチェン

オイルが回り始めるまで少し時間がかかることがあ

ります。オイル切れの状態で高速運転するとソー

チェンの傷みが早まりますので、木を切る前にソー

チェンを低速で回転させ、チェンオイルが出ているこ

とを確かめてから使用してください。（左図参照） 

 

 

 エンジンのとめかた  
 

注 意 緊急時は直ちにエンジンの停止操作をしてください。 

 

1. スロットルレバーを完全に戻し、低速でしばら

く運転してください。 

 フロントガード

2. エンジンスイッチの下部を押して○「停止」位

置にしてください。 

 

 重要  スロットルレバーを引いたままエンジンス

イッチを切るとエンジンに無理がかかりますので、緊

急時以外はスロットルレバーを戻してから停止操作

をしてください。 

－ １４ －

O（停止）

エンジンスイッチ

スロットルレバー 



 各種装備について  
 

■ チェンブレーキ 

注 意 ● 始業点検時にブレーキが正常に作動することを確認し、ブレーキの効きが悪い

場合は販売店に点検整備を依頼してください。 

● ブレーキ作動時に黄色のコマが飛び出します。コマの周囲に手や障害物がない

事を確かめてからブレーキを作動させてください。 

 

重 要 ブレーキをかけたまま長時間エンジンを高速で運転すると、クラッチが発熱し、故障

の原因となります。ブレーキが作動した場合は、直ちにスロットルから指を離してエ

ンジンをアイドリング状態にしてください。 

 

コマ（黄色）

 作動時  

 待機時  

解除 

コマ（黄色）

フロントガード 
 チェンブレーキは、作業中にガイドバーの先端

が障害物に当たって上方にハネ返された際など

に、フロントガード内部のオモリに働く慣性力に

より自動的にブレーキが作動してソーチェンの

回転を強制的に停止させる装置です。 

 

●チェンブレーキは、フロントガードを手で前方

に強く押したときにも作動します。 

●ブレーキ作動時はフロントガード取付部のコ

マ（黄色）が飛び出します。 

●フロントガードを引き起こすとブレーキは解

除され待機状態に戻ります。 

 補足  工場出荷時は、ブレーキを待機状態にし

ていますが、持ち運びの際の振動や衝撃により、開

梱時にはブレーキが作動状態になっている場合が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ １５ －



 

 ソーチェンの張り調整  
 

注 意 ● 調整時は、事前に必ずエンジンを停止してください。 

● 調整作業時は丈夫な手袋（皮手袋など）を着用してください。 

 

重 要 ソーチェンの張りは常に適正な状態を保ってください。特に、新しいソーチェンは使

用開始直後の伸びが大きいため、頻繁に再調整してください。 

張りがゆるいと使用中にソーチェンが外れやすくなります。逆に、強く張りすぎると

ガイドバーやソーチェン、クラッチなどの早期磨耗の原因となります。 

 

1. 付属のプラグレンチで本体のガイドバー取付

ナットを、指で回る程度までゆるめてください。 

 

ゆるむ

 

 

 

 

 

 

ソーチェン 

チェン張り調整ネジ 

持ち上げる

ゆるむ 
張る

タイストラップ

 ガイドバー 

2. ガイドバー先端部を持ち上げながら、チェン張

り調整ネジでソーチェンの張り具合を調整し

てください。 

● ネジを右（時計回り）に回す ⇒張る 

● ネジを左（反時計回り）に回す⇒ゆるむ 

 

ソーチェンの張りは、ガイドバーの下側で、タ

イストラップがガイドバーに軽く触れる程度を

目安にしてください。 

 

 

3. 調整が終わったら、ガイドバー先端部を持ち上

げながら、プラグレンチでガイドバー取付ナッ

トを確実に締め付けてください。 

【規程トルク】 

１２～１５Ｎ・ｍ {１２０～１５０ｋｇｆ-ｃｍ} 

 先端を持ち

上げる

締まる 

 

4. ソーチェンが手で軽く動き、ガイドバーとの間

に目立った隙間がないか点検し、張りが不適当

な場合はガイドバー取付ナットをゆるめて再

調整してください。 

－ １６ －



 伐木と造材作業  
 

危 険 伐木造材は専門知識と技能が要求される作業です。特に太い木を倒す場合や急

斜面など条件が悪い場所での作業は危険が伴いますので、営林署や森林組合の

指導に従い保安上の注意事項を順守してください。 

 

■ 一般的注意事項 

重 要 ● ソーチェンを木材に強く押し付けて切ろうとすると腕の疲れが増すだけでなく、

ソーチェンやガイドバーの磨耗を早め、機体にも無理がかかります。 

強く押し付けないと切れない場合は、ソーチェンのカッタの切れ味が低下してい

ますので研ぎ直しをするか、新しいソーチェンと交換してください。 

● ソーチェンが回らない状態のままエンジンを高速で運転し続けると、クラッチが発

熱し、故障を起こすことがあります。 

 

● 作業前に本書の「正しくお使いいただくため

に」を熟読し、簡単な丸太切り作業を数回行い、

チェンソーの取扱いによく慣れてください。 

● 鋸断はスロットル全開で行い、ソーチェンを木

材に軽くあて、エンジン回転速度を一定に保つ

ように押し付け力を加減してください。 

● 鋸断中、木に挟まれてソーチェンが回らなく

なった場合は直ちにスロットルレバーを戻し

てエンジンを止め、テコなどを使って切り口を

開いてください。 

 

 

－ １７ －



 

■ 伐木 

危 険 木は常に受け口側に倒れるとは限りません。 

切断作業中は木の動きに十分注意してください。 

 

1. 環境条件、幹の曲がり具合、枝の張り具合、風

向きなどを見て倒す方向を決めてください。 

 

2. 木の回りの障害物を取り除き、しっかりした足

場と伐倒後の退避場所を確保してください。 

伐倒方向 

木の直径の１／３ 

追い口 
受け口

受 け 口 の

水平面から

約 ５ ｃ ｍ を

水平に切る 
４５° 

3. まず倒す側の幹にクサビ状の切り込み（受け

口）を入れてください。 

4. 次に反対側から幹に直角に切り込んでくださ

い（追い口）。 

5. 木が倒れ始めたらエンジンを止め、安全な場所

に退避してください。 

 

 補足  追い口の切り込み中にソーチェンが木に

挟まれた場合は無理をせず、クサビなどで切り口を

広げてから取り外してください。 

 

■ 枝払いと丸太切り 

危 険 回りの木や地面により曲げられている枝や不安定な丸太は、切断中にハネ返った

り転がり出すことがあり非常に危険です。作業前に対象材の状況をよく調べ、必要

に応じてロープ等で材を安定させてください。 

 

● 切断部に働いている力の向きを考え、切り口が

開く方向に切ってください。 
 

 

クサビ

１

２

１ 

２ 

● 太い木の場合は、割れや裂けを防ぐため最初に

反対側から１/３程度切り込みを入れてくださ

い。 

 

 

 

 

 

－ １８ －



■ 高所作業時での安全 

危 険 ● 木の上および高所（高さが２メートルを超える箇所）での作業は、足場が不安定

になり“非常に危険”ですので、以下の内容を厳守し安全に作業してください。 

● 作業前に販売店または専門家の技術指導を受け、十分に訓練した上で作業に

従事してください。 

 

図Ａ 【木登り機での作業】 

安全帯 

（ワイヤ芯入り）

木登り機

1. 高所作業用機器（高所作業車、木登り機など）

を使用し、安定した足場を確保すると同時に安

全帯（ワイヤ芯入りロープ付）を必ず着用し身

体をしっかり固定させる。（図Ａ） 

・足場の安定が確保されない器具は使用しない

こと。 

2. 両手で前後のハンドルを正しく握って操作す

る。（図Ｂ） 

図Ｂ  
 

作業範囲

・片手持ち作業は行わないこと。（図Ｃ） 

3. 身体の右側位置で作業する。（図Ｂ） 

・身体の左側位置及び手前（懐位置）での作業

は行わないこと。（図Ｃ） 

4. 両手の肘を軽く曲げて持ち、作業する。 

（図Ｂ） 
図Ｃ  

・腕を伸ばして作業しないこと。（図Ｄ） 

 

5. 肩から腰の範囲で作業する。（図Ｂ） 

・肩から上および腰から下では作業しないこと。 

図Ｄ   

6. エンジンの始動は地上の安定の良い場所で行

い、暖機運転とエンジンの回転を安定させた後、

アイドリング状態（ソーチェンが回っていな

い）で木の上および高所に移動する。 

・エンジン始動後、スロットルレバーの誤操作

を防止するセーフティロックが確実に作動

することを確認した上で移動すること。 
図Ｅ  

特にキックバックが 

起きやすい範囲 

・移動のときは、チェンブレーキをかけて使用

直前にチェンブレーキを解除すること。 

7. キックバック防止のため、ガイドバー先端部で

の作業は行わない。（図Ｅ） 

 

－ １９ －



 

 点 検 整 備  
 

注 意 ● 目立て時および点検整備時は必ずエンジンを停止してください。 

● 機体の改造やエンジンの分解はしないでください。 

● 交換部品、油脂類はメーカー純正品または指定品を使用してください。 

 

■ ソーチェンの目立て 

重 要 刃の切れ味が悪いと、強く押し付けないと切れない、まっすぐ切れないなどの現象

の他、機械の燃費や寿命にも悪影響をあたえます。 

特に、石や土、金属などにソーチェンが当たると、刃先がつぶれ極端に切れ味が低

下しますので注意してください。 

ソーチェンはタイプにより目立て方と駆動スプロケットの噛み合いピッチが異なります。 

目立て時や交換時は、お使いの製品で使われているソーチェンのタイプを、ソーチェンのドライ

ブリンクの刻印でご確認ください。 

適用機種 ソーチェンタイプ ピッチ ドライブリンク刻印 ドライブリンク数 バーサイズ

ＥＳＫ－３６２５Ｖ 
オレゴン 

２５Ｆ 
１/４インチ

 
６０コマ ２５ｃｍ 

２５

ＥＳＫ-３６３０ ４５コマ ３０ｃｍ 

ＥＳＫ-３６３５ 

オレゴン 
９１ＶＧ 

３/８インチ
 

５２コマ ３５ｃｍ ９１ 

作業能率は刃の切れ味に大きく左右されます。

休憩時間などを利用してこまめに刃の目立てを

するようお勧めします。 

作業現場での目立てには正しいサイズの丸ヤスリ

（下表、別売り）と小形の平ヤスリをお使いください。 

ヤスリサイズ φ４．０ｍｍ 

 

 

 正しく目立てされたソーチェン  

 

 

 

 

 

 

横刃目立角度 上刃目立角度 

８５°

上刃切削角度 

６０°

左右のカッタが同じ長さ 

ドライブリンクの先が尖っている 
３０° 

 

－ ２０ －



〔目立て方法〕 

１／５ 
丸ヤスリの直径の１／５

をカッタに上に出す 

３０° 
丸ヤスリをカッタのふと

ころに押し付けながら内

側から外側にまっすぐ動

かす 

左手でソーチェンのぐらつき

を押える 

右カッタを研ぐときは親指に、左カッタを研

ぐときは人差し指に力を入れる 

（左手でヤスリがけをする場合は逆勝手） 

 ２５Ｆ  

丸ヤスリをカッタ上面に対 

して１０°手元側に下げる 

１０° 

 ９１ＶＧ  

丸ヤスリはカッタ上面

に平行を保つ 

９０°

 1. ソーチェンを強めに張り、チェンソーをしっか

り固定してください。 

2. 丸ヤスリをソーチェンのカッタに当て、手前か

らまっすぐ押してください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

デプスゲージ 

ゲージはガイドバーと 

平行になるように 

０．６４ｍｍ 
溝 

丸みをつける

 3. デプスゲージは、カッタの切り込み代を適正

（０．６４ｍｍ）に保つためのものです。 

目立てにより、カッタの長さが短くなった場合

は、別売りのゲージ（バー掃除兼用）をソーチェ

ンにセットし、溝のある面から出た部分を平ヤ

スリで削ってください。また、最後に前端上部

の角に軽く丸みをつけてください。 

 重要  デプスゲージが低過ぎるとカッタの傷み

が早くなりますので削り過ぎないように注意してくだ

さい。 

 

－ ２１ －



 

■ チェンオイル給油部 

注 意 取り外したガイドバーは、正しく取り付けてください。取り付け方を誤ると、使用中に

ゆるむ恐れがあります。 

 

１日の作業終了後、ガイドバーとソーチェンを

取り外して、チェンオイル吐出口回りとガイド

バーの溝に付着しているゴミを取り除いてくだ

さい。 

 

ガイドバー

オイル吐出口 

 

 

 

 

 

 
 

 

ガイドバー溝 

オイル供給口

 

 

 

 

 

ガイドバーとソーチェンの取り外し、取り付け

は以下の手順に従って行なってください。 

 

〔ガイドバーとソーチェンの取り外し方〕 

1. 付属のプラグレンチで本体のガイドバー取付

ナットをゆるめて取り外してください。 

 

2. チェンカバーを取り外してください。 

 
ゆるむ 

チェンカバー 

 

 

 

 

－ ２２ －



〔ガイドバーとソーチェンの取り付け方〕 

 

 先端を持ち

上げる

締まる 

ガイドバー取付ナット

ガイドバー

ソーチェン 

チェンカバー 

チェン張り 

調整ナット 

スプロケット（内側） 

ソーチェンの向き 

回転方向

1. ガイドバーを機体の取り付け部にセットした

後、ソーチェンを正しい向きにスプロケットに

かけてから、ガイドバーの溝にはめてください。 

 補足  ガイドバーは、時々上下を逆にして組み

付けると偏摩耗（片減り）防止に役立ちます。 

 

2. チェンカバー内側のチェン張り調整ナットの

位置をガイドバーの丸穴に合わせてからチェ

ンカバーを本体に取り付けてチェン張り調整

ナットをガイドバーの丸穴に入れ、ガイドバー

取付ナットを仮締めしてください。 

 

 

 

 

 

 

3. ガイドバー先端部を持ち上げながら、チェン張

り調整ネジでソーチェンの張り具合を調整し

てください。 

（詳細は１６ページ参照） 

4. 調整が終わったら、ガイドバー先端部を持ち上

げながら、プラグレンチでガイドバー取付ナッ

トを確実に締め付けてください。 

【規程トルク】 

１２～１５Ｎ・ｍ {１２０～１５０ｋｇｆ-ｃｍ} 

 

5. ソーチェンが手で軽く動き、ガイドバーとの間

に目立った隙間がないか点検し、張りが不適当

な場合はガイドバー取付ナットをゆるめて再

調整してください。 

 

－ ２３ －



 

■ エアクリーナ 

２５時間使用毎を目安に、エアクリーナカバーを

取り外してエレメントの汚れを点検し、ブラシな

どで付着したゴミを取り除いてください。 

 

エレメント
ノブ  

エアクリーナカバー   

● エレメントは分割することができます。エレメ

ントの汚れがひどい場合は、中性洗剤入りの温

湯でていねいに洗い、よく乾燥させてから元通

り取り付けてください。 

● エレメントが変形・破損した場合は、新品と交

換してください。 

 重要  エアクリーナのエレメントが詰まるとエンジ

ンの出力が低下し燃費が悪化します。また、エレ

メントを外して運転したり、変形、破損したエレメン

トをつけて運転を続けるとスパークプラグの汚損

やエンジン内部の異常磨耗の原因となります。 

〔エレメントの脱着方法〕 エレメント 

1. エレメントの外し方 

エレメント先端を持ち上げて、マニフォールド

から取り外してから、グロメットと一緒に取り

外します。 グロメット

 

 エアバルブ 

 

 

2. エレメントの取り付け方  
取り付けは、取り外しの逆手順で行いますが、

その際、以下の点に注意してください。 

グロメットをエアバルブの開口部合わせ、しっ

かりと下方に押さえながら、エレメント先端を

マニフォールドに差し込んでください。 

エレメント装着後、グロメットが変形せずに

しっかりとエアバルブ開口部にはまっている

か、またエレメントがマニフォールドに隙間な

く入っているか確認してください。 

 

 

 

 

－ ２４ －



１． 
ノブ  

〔エアクリーナカバーの取り付け方法〕 

1. 図 1 のように、ノブが固定位置から反時計回り

に９０°回転した位置にあることを確認してく

ださい。 

 

2. 図 2 のように、エアクリーナカバー後方の突

起部をハンドルに差し込んでください。 

 

２． 

 

 

 

3. 図 3 のようにエアクリーナカバー両側の突起

部をハンドルに差し込んでください。 ３． 

 

 

 

 

4. エアクリーナカバーをしっかりとハンドルに

組付けたのを確認してから、図 4 のようにノブ

を時計方向にまわして固定します。 

４． 

－ ２５ －



 

■ スパークプラグ 

危 険 スパークプラグ点検整備後は、プラグキャップを奥まで確実にはめ込んでください。

接続が不完全の場合、外部へのスパークによる火災の恐れがあります。 

 

注 意 エンジン停止直後は素手でスパークプラグに触らないでください。 

高温のためやけどを負う恐れがあります。 

 

重 要 ● スパークプラグの締め付けが強過ぎるとシリンダのネジ部が破損することがあり

ます。プラグ締付け時は必ず付属のプラグレンチを使用してください。 

● 燃料を吸い込み過ぎたり、オイルの質が悪かったりするとスパークプラグの電極

が汚れ、エンジンがかかりにくくなることがあります。 

● プラグ交換時は指定品を使用してください。 

指定外品を使用するとシリンダやピストンが破損することがあります。 

 

プラグキャップ 

スパークプラグ 

 
２５時間使用毎を目安に、スパークプラグを取り

外して電極を点検し、汚れている場合はワイヤブ

ラシなどで取り除いてください。 

 

指定スパークプラグ ＮＧＫ ＣＭＲ６Ｈ 

 

 

 

 

 

 

 

● 電極間隙は 0.6～0.7mm が適当です。 

0.6～0.7mm 

 

● プラグ取り付け時は、指でねじ込んでから、最

後に付属のプラグレンチで締め付けます。 

【締め付けトルク】 

8.8～12.7N・m｛90～130kgf-cm｝ 
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■ 燃料フィルタ 

重 要 ● 燃料フィルタが詰まったり燃料パイプが折れ曲がっていると、エンジン回転が上

がらなかったり回転変動を起こしたりします。 

● 燃料フィルタ取り出し時は燃料パイプを傷つけないよう注意してください。 

 

燃料フィルタ 

燃料タンクキャップ

 ２５時間使用毎を目安に、燃料タンクから燃料

フィルタを取り出し、付着したゴミを取り除いて

ください。 

フィルタが目詰まりしている場合は新品と交換

してください。 

 補足  燃料フィルタをタンクに戻す際は、燃料パ

イプが折れ曲がらないように注意してください。 

 

 

 

 

 

■ オイルフィルタ 

重 要 オイルフィルタが詰まったりオイルパイプが折れ曲がっていると、チェンオイルの出

が悪くなり、ソーチェンやガイドバーの傷みが早まります。 

 

 

オイルフィルタ 

チェンオイルタンクキャップ 

２５時間使用毎を目安に、オイルタンクから燃

料フィルタを取り出し、付着したゴミを取り除い

てください。 

 

 

 

 

 補足  オイルフィルタをタンクに戻す際は、オイ

ルパイプが折れ曲がらないように注意してください。

また、チェンソーを立てた状態でオイルフィルタが下

方に位置するように収納してください。 
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■ ソーチェン駆動スプロケット 

注 意 スプロケット交換は、作業を誤ると運転中にクラッチがゆるんで外れる恐れがありま

す。スプロケットの交換が必要な場合は、お買い上げ店に依頼してください。 

 

スプロケット 

１mm 

 ガイドバーを取り外した時に、ソーチェン駆動

スプロケットを点検し、歯が 1mm 以上摩耗したら

新品と交換してください。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 冷却用空気通路 

注 意 ● エンジン停止直後は素手でシリンダやマフラ、スパークプラグなどに触らないでく

ださい。高温のためやけどを負う恐れがあります。 

● 始業点検時にマフラ回りを点検し、付着している木屑や枯葉を取り除いてくださ

い。放置するとマフラ過熱の原因となります。 

火災予防の上からもマフラ回りは常にきれいにしておくようにしてください。 

 

重 要 掃除のため取り外したカバー類を取り付ける際は、元通りに正しく組み付けてくだ

さい。 

取り付け方を誤ると、振動により部品が異常摩耗したり破損することがあります。 

 

冷却用空気 

取入口 

 このエンジンは空冷式です。冷却用の空気取入

口やシリンダフィンの間にゴミが詰まるとエン

ジンが過熱し、故障の原因となります。時々点検

し、ゴミを取り除いてください。 
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■ マフラ 

注 意 ● 始業点検時にスクリュの緩みがないか、マフラの破損やさびがないか点検してく

ださい。マフラの取り付けを誤ると運転中にマフラがゆるんで高温の排気ガスが

噴き出す危険があります。もし、排気ガスが漏れだした場合は、すぐにエンジ

ン停止し、お買い上げ店に点検、修理を依頼してください。 

● エンジン停止直後は素手でマフラに触らないでください。高温のためやけどを負

う恐れがあります。 

 重要  カーボンがマフラにたまってしまうと、エン

ジンの出力不足や始動性の悪化につながります。 

 

マフラガード

チェンキャッチャ 

チェン 

カバー 

ナット 
スクリュ

1. 以下の手順でマフラガードを取り外してください。 

1-1. チェンブレーキが解除されていることを確

認して、チェンカバーをはずしてください。 

1-2. 次にリコイルケースとチェンキャッチャの

スクリュを取りはずしてください。 

1-3. 一旦マフラガードを手前に引き出し、エンジ

ンケースからピンが抜けたのを確認してか

ら、下方に取りはずします。 

 

 

スクリュ

ナット 

マフラ 2. スクリュとナットを取りはずし、マフラを取り

はずしてください。 

 

3.  ナットを緩めてマフラからスパークアレスタ

カバーをはずしてください。100 時間毎を目安

に点検し、マフラ内部もきれいにしてください。 

 

 

 スパークアレスタ ナット 

スパークアレスタは、カーボンが火の粉となって

テールパイプから放出されるのを防ぐために装着し

ています。カーボンが付着している場合には、ワイヤ

ブラシなどで取り除き、きれいにしてください。 

スパークアレスタ

カバー 

スパークアレスタ

 

 補足  スパークアレスタを外して運転したり、変

形、破損したスパークアレスタをつけて運転しないで

ください。 
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■ エンジンの調整 

警 告 エンジンの調整を誤ると、エンジンの最高回転数が許容値を超え、エンジンが破損

する恐れがあります。高速回転中のエンジン破損は、破片によって重大事故を招く

危険があります。エンジン調整時は、下記の要領を必ず守ってください。 

 

注 意 スロットルレバーから指を離した後もソーチェンが回り続ける状態は危険です。 

下記要領でアイドル調整スクリュを再調整しても直らない場合は、スロットルレバー

の作動不良やクラッチ故障などの可能性がありますので、お買い上げ店に点検修

理を依頼してください。 

 

重 要 ● エンジンの回転数は工場出荷時に調整されていますが、運転条件の変化（エン

ジンのなじみ具合、空気密度の変化等）により、再調整が必要となる場合があり

ます。調整が必要な場合は、下記要領で行ないますが、不慣れな方はできるだ

けお買い上げ店に依頼してください。また、下記手順で調整しても調整できない

場合もお買い上げ店に依頼してください。 

● 調整前に以下の事項を確認してください。 

・エアクリーナが清掃されていること。 

・燃料が適正であること。 

・ガイドバー・チェンが装着されていること。 

〔燃料ニードルの調整手順〕  アイドル調整 

スクリュ（T） 1. 右手ハンドル左側部の穴にマイナスドライバ

を差し込み、内部のネジ（上：高速ニードル、

下：低速ニードル）を回して調整します。 高速ニードル

（Ｈ） 

燃料ニードル可能範囲 

高速ニードル（H） －１/４ 低速ニードル

（Ｌ） 
低速ニードル（L） －１/４ 

〔アイドリング回転数の調整手順〕  重要  環境対応エンジンのため、工場出荷状態

では、Ｈ．L．共に絞る方向(右回転)のみの調整が可

能となっています。 

１. 右手ハンドル左側後部の穴にマイナスドライ

バを差し込み、内部のアイドル調整スクリュを

回してください。右に回すと回転が上がり、左

に回すと回転が下がります。 2. エンジンをかけ、暖機運転後スロットル全開で

調子をみます。高速ニードル（H）を最適な位

置にセットしてください。 2. エンジンをかけ、１～２分中速で暖機運転した

後、スロットルレバーを戻して様子を見てくだ

さい。このとき、ソーチェンが回り続けるよう

ならスクリュを左に回してエンジン回転を下

げてください。エンジンが止まってしまう場合

は回転数を上げてください。 

【規格 ：2700～3100rpm】 

3. アイドリング状態で機体を傾けたときにエン

ストする場合は、低速ニードルを少し絞るか、

アイドル調整スクリュを締めこんでください。 

－ ３０ －



■ 長期保管時の手入れ 

危 険 引火による火災の恐れがあります。 

● 燃料抜き取り時は、火気を遠ざけてください。 

● 燃料をこぼさないように注意し、こぼれた燃料は完全にふき取ってください。 

● 燃料の保管容器のキャップはしっかり締めてください。 

 

重 要 ● 長期間（２ヵ月以上）使用しない場合は、燃料タンクとキャブレタから燃料を抜い

てください。燃料を入れたまま長期間放置すると燃料が変質してキャブレタ内

部が詰まり、エンジン故障（始動不良や出力不足）の原因となります。 

● 保管時は、燃料タンクのキャップをゆるめにしてください。強く締め過ぎると経時

変化によりパッキンが変形することがあります。 

 

1. 機体やガイドバー、ソーチェンの汚れを落とし

ながら、各部の損傷やゆるみなどの有無を点検

し、異常が発見された箇所は次回の使用に備え

完全に整備してください。 

2. エンジンを始動し、自然に止まるまで運転して

ください。 

3. オイルタンクからチェンオイルを排出してく

ださい。 

4. スパークプラグを取り外し、２サイクルオイル

を１～２mLエンジン内に入れてください。 

スタータロープを２～３回引いてからプラグ

を元通り取り付け、圧縮位置で止めてください。 

5. ガイドバーやソーチェンなどの金属部に防錆

油を薄く塗ってください。 

6. 機械は、物置の棚など、しっけやホコリが少な

く、子供の手が届かない場所に保管してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

― リョービ ニュービッ
混合ガソリン「リョービ ニュービッグバ

転休止期間の長いエンジン機器用に開発された２
◎変質しにくい特殊ガソリンの採用でキャブ詰ま
◎エンジン内部を摩耗や汚れから守り、排気をき
◎混合の手間不要 
◎給油・持ち運び・保管に便利な金属容器入り 

などのすぐれた特長を持っており、運転休止の直前にお使いになるだけで運

エンジントラブル予防効果を発揮します。詳

グバンガソリン ― 
ンガソリン」は、チェンソーや刈払機など運

サイクルエンジン専用の混合燃料です。 
り追放 
れいにする各種添加剤配合 

転再開時の 

しくはお買い上げ店にお問い合わせください。 
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 故障のときは  
 

現 象       主 な 原 因               処 置       

・ エンジンスイッチを運転位置にする（１３
頁） 

・ エンジンスイッチが停止位置になっている

・ 燃料不良（異質、劣化） ・ 正しい燃料と交換（１０、１１頁） 

・ 燃料吸い込み過ぎ 

・ チョークノブを指で回してチョーク開
位置まで戻してからロープを繰り返し
引く（１２、１３頁） 

・ スパークプラグを取り外して電極を
乾かす（１２頁、２６頁） 

・ マフラ排気口詰まり ・ マフラ清掃（２９頁） 

・ スパークプラグ電極汚損、短絡、断線 ・ 電極清掃またはプラグ交換（２６頁☆）

エンジンが始動しない 

・ エンジンスイッチ故障（短絡） ・ エンジンスイッチ交換（★） 

停止スイッチを操作しても 
エンジンが止まらない 

・ エンジンスイッチ故障（接触不良） ・ エンジンスイッチ交換（★） 

エンジンの回転を上げても 
ソーチェンが回らない 

・ チェンブレーキがかかっている ・ チェンブレーキを解除する（１５頁） 

・ 燃料不良（異質、劣化） ・ 正しい燃料と交換（１０、１１頁） 

・ 燃料フィルタ目詰まり ・ 燃料フィルタ清掃または交換（２７頁☆）

・ キャブレタ燃料ニードル絞り過ぎ ・ 再調整（３０頁） 

エンジンが加速しない 

・ マフラ排気口詰まり ・ マフラ清掃（２９頁） 

スロットルを戻すとエンスト 
する 

・ アイドリング回転数が低過ぎる ・ 再調整（３０頁） 

スロットルを戻しても 
ソーチェンが回り続ける 

・ アイドリング回転数が高過ぎる ・ 再調整（３０頁） 

回転が変動する ・ 燃料フィルタ目詰まり ・ 燃料フィルタ清掃または交換（２７頁☆）

強く押し付けないと切れない ・ ソーチェン切れ味低下 ・ ソーチェン目立て（２０、２１頁） 

まっすぐ切れない ・ 左右のカッタの切れ味が不均等 ・ ソーチェン目立て（２０、２１頁） 

ソーチェンが外れやすい ・ ソーチェンの張りがゆる過ぎる ・ 再調整（１６頁） 

・ エアクリーナ目詰まり ・ エアクリーナ清掃（２４、２５頁） 

・ ソーチェン切れ味低下 ・ ソーチェン目立て（２０、２１頁） 

燃費悪化 

・ キャブレタ燃料ニードル開き過ぎ ・ 再調整（３０頁） 

・ 上記処置を講じても現象が改善しない場合や、上記以外の不調現象が生じた場合は、お買い上げ店にご相談くだ

さい。 

・ ☆印のついている処置につきましては、お買い上げ店で純正部品をお求めください。 

・ ★印のついている処置につきましては、お買い上げ店にご依頼ください。 

危 険 ● 機械の改造や分解等はしないでください。運転時に機体が破損したり、燃料漏れや

作動不良による不測の事故を招く恐れがあります。 

● 点検処置時はタバコなどの火気を遠ざけてください。 

燃料に引火する恐れがあります。 

● 機体各部の締結部品（ボルト、ナット、ネジ類）は必ず純正品または指定品を使用し

てください。規格外品を使用すると、使用中に機体が破損したり部品が脱落したりし

て不測の事故を招く恐れがあります。 
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※改良のためお断りなく仕様、外観等を変更する場合があります。 

部品のご入用、故障の場合、その他取扱い上ご不

明な点があった場合には、ご遠慮なくお買上げの

販売店、またはリョービ販売営業所のお問い合わ

せください。 
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	■ チェンブレーキ

	 　ソーチェンの張り調整　
	 　伐木と造材作業　
	■ 一般的注意事項
	 ■ 伐木
	■ 枝払いと丸太切り
	 ■ 高所作業時での安全


	　点　検　整　備　
	■ ソーチェンの目立て
	 ■ チェンオイル給油部
	 ■ エアクリーナ
	 ■ スパークプラグ
	 ■ 燃料フィルタ
	■ オイルフィルタ
	 ■ ソーチェン駆動スプロケット
	■ 冷却用空気通路
	 ■ マフラ
	■ エンジンの調整
	 ■ 長期保管時の手入れ


	　故障のときは　
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